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問
い
合
わ
せ
　
美
術
博
物
館
　
1
#8
５
４
３
２

21世紀に生きる

　
美
術
博
物
館
は
市
内
の
伊
勢

町
に
あ
り
ま
す
。
よ
く
「
伊
勢

物
語
に
関
係
し
た
町
名
だ
ろ
う
」

と
い
う
こ
と
を
耳
に
し
ま
す

が
、
実
の
と
こ
ろ
伊
勢
参
宮
に

由
来
す
る
も
の
な
の
で
す
。

　
伊
勢
町
は
昭
和
十
九
年
の
町

い

せ
こ
う
で
ん

名
改
正
以
前
は
伊
勢
講
田(

小
字)

と
呼
ば
れ
、
旧
芦
屋
村
民
に
よ

る
伊
勢
講(

参
宮)

を
経
営
す
る
た

め
の
田
地
が
あ
っ
た
場
所
で
し
た
。

　
旅
行
や
娯
楽
が
自
由
に
楽
し
め
る
現
在
と
違

い
、
江
戸
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
、
そ
の
機
会
を

得
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
村
々
に
伊
勢
講
が
組
織
さ
れ
、
講
中
の
伊
勢

参
宮
が
行
わ
れ
た
の
も
そ
の
た
め
で
す
。
当
時
、

さ
ま
ざ
ま
な
講
が
組
織
さ
れ
講
員
が
積
み
立
て
た

掛
け
金
が
社
寺
参
詣
の
費
用
に
充
て
ら
れ
た
の
で

し
た
。
な
か
で
も
、
伊
勢
参
詣
は
そ
れ
に
要
す
る

費
用
と
日
数
の
面
か
ら
も
村
民
に
と
っ
て
は
「
一

生
一
度
の
お
伊
勢
参
り
」
と
言
え
る
ほ
ど
の
大
旅

行
だ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
も
当
時
の
社

会
情
勢
に
則
し
た
旅
行
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
寛
政
四
年(

一
七
九
二)

三
条
村
の
伊
勢

参
宮
届(

写
真)

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
ず
、
参
宮

願
い
を
提
出
し
、
通
行
手
形
を
発
行
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
関
所
が
通
過
で
き
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
は

三
月
二
十
一
日
に
出
発
し
往
来
を
十
五
日
間
で
完

了
す
る
予
定
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な

み
に
当
時
の
参
宮
ル
ー
ト
は
三
条
村
か
ら
西
国
街

道
を
東
上
し
、
大
津
へ
出
て
鈴
鹿
峠
を
越
え
、
松

阪
経
由
で
伊
勢

に
至
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。

ま
さ
し
く
、
一

生
一
度
の
忘
れ

ら
れ
な
い
十
五

日
間
で
あ
っ
た

に
違
い
あ
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

せ
ん
。

──　平成13年度「芦屋の教育―指導の方針」
　　　　　　　　　　　の概略をお知らせします　──

　
『
青
春
の

ま
っ
た
だ
中
に

今
は
ゐ
る
　
自

分
と
い
ふ
草
育

て
る
た
め
に
』

―
こ
れ
は
、
今

年
の
宮
中
歌
会

始
の
儀
で
入
選

し
た
芦
屋
市
在

住
の
後
藤
栄
晴

さ
ん(

高
校
三
年

生)

の
歌
で
す
。

　
自
然
の
中
に

身
を
お
い
て
、

学
問
に
励
み
、

自
分
の
生
き
方
を
真
剣
に
見
つ
め
て
い
る

青
春
像
が
目
に
見
え
て
き
ま
す
。
ま
さ

に
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
学
び
、
考

え
、
判
断
し
、
問
題
を
解
決
し
て
い
く
な

ど
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
が
目
指
し
て
い
る

「
生
き
る
力
」
が
、
こ
の
生
徒
に
は
し
っ
か

り
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
「
十
七
歳
」
問
題

や
、
成
人
の
幼
児
化
、
学
力
低
下
な
ど
、
話

題
が
多
い
一
方
で
、
こ
う
し
た
健
全
な
若
者

の
育
ち
が
確
実
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
社
会
が
急
激
に
変
化
し
て
い
る

中
で
、
教
育
改
革
が
急
速
に
進
行
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
Ｉ
Ｔ(

情
報
技
術)

革
命

の
時
代
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
確
か

に
、
い
な
が
ら
に
し
て
世
界
の
情
報
が
す

ぐ
手
に
入
り
便
利
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
反
面
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
昨
今
の
凶
悪
犯
罪
や
、
不
登
校
生
徒

の
増
加
、
学
級
崩
壊
な
ど
、
情
報
化
時
代

の
影
の
部
分
が
突
出
し
て
き
て
い
る
の
も

事
実
で
す
。
さ
ら
に
、
心
が
痛
む
こ
と

は
、
幼
児
・
児
童
虐
待
の
問
題
で
す
。

　
こ
う
し
た
社
会
背
景
を
十
分
勘
案
し
た

う
え
で
、
今
後
期
待
さ
れ
る
教
育
や
有
用

な
人
づ
く
り
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
教
育
改
革
国
民
会
議
の
十
七
の
提
案
の

筆
頭
に
、
「
教
育
の
原
点
は
家
庭
に
あ
る
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
関
連

し
て
、
子
ど
も
の
教
育
は
、
も
は
や
学
校

だ
け
に
限
ら
ず
、
保
護
者
や
地
域
社
会
の

－学校教育の５つの重点課題－
　自然や地域に学び、創造性を培い創造力を育てます。
◆保護者・地域から信頼される学校・園づくりの推進
　学校・家庭・地域社会がそれぞれの役割を果たしながら、理解と協力
を得て、地域に開かれた特色ある学校園づくりに努めます。
◆基礎・基本の確実な習得と個性・能力を伸ばす教育の推進
　基礎的・基本的な学力内容を明確にし、反復練習によって定着を図
り、思考力・表現力・創造力を培う授業の推進を図ります。また、個に
応じた多様な指導方法の工夫改善に努めます。
◆学校・家庭・地域社会が一体となった心の教育の充実
　挨拶ができ、他人を思いやり、自然や伝統文化を愛する心や態度を育てます。

かんよう

いじめや暴力を許さないように、社会性や道徳性の涵養に努めます。体
験的な学習や読書活動をとおして豊かな感性を育てます。不登校や問題
行動等については、ぬくもりのある生徒指導や教育相談体制の充実を図
ります。
◆厳しさに耐える心と体を育てる教育の推進
　昨今の「ひきこもり」問題を重く受け止め、スポーツや文化活動に積
極的に参加する態度を育て、楽しさや喜びを味わわせます。家庭や学校
医等と連携し、保健室や学校カウンセラーの機能を十分生かします。
◆教師自らの人格形成と指導力の向上
　教師としての使命感や倫理観を高め、専門的な知識・技能や幅広い教
養を身につけ、実践的な指導力をつけます。新しい学習システムの研究
開発に取り組み、情報通信ネットワークの活用に努めます。

時代とともに変わるものと
変えてはならないものとの
調和をめざして

教育長　　三浦　清

み
な
ら
ず
、
人
材
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
企
業
な
ど
も
含
め
た
多
く
の

人
々
の
参
画
と
協
力
の
も
と
に
取

り
組
ま
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
今
日
の
教
育
荒

廃
の
原
因
は
、
日
本
社
会
全
体
に

あ
る
と
の
反
省
に
た
っ
て
教
育
の

基
本
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
教
育
に
お
け
る
「
不
易
流
行
」

と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。
教

育
に
は
、
時
代
と
と
も
に
変
わ
っ

て
い
く
も
の
と
、
決
し
て
変
え
て
は
な
ら

な
い
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。
「
流
行
」
の

中
で
見
失
っ
て
来
た
も
の
を
よ
く
見
極
め

て
、
今
後
の
施
策
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
反
復
に
よ
る
基
礎
・
基
本
の
学
力
の
徹

あ
い
さ
つ

底
、
読
書
活
動
や
挨
拶
運
動
の
推
進
、
体

験
学
習
に
よ
る
感
性
の
育
成
な
ど
の
幼
児

期
か
ら
の
心
の
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
な
ど
具
体
的
な

教
育
活
動
に
よ
っ
て
、
知
徳
体
の
健
全
な

トライやる・ウィークで幼稚園児とふれあう中学生

心豊かな人づくり

育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
二
十
一
世
紀
は
「
生
涯
学
習
の

世
紀
」
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
十
四
年
度
か
ら
の
学
校
週
五
日

制
に
向
け
、
地
域
の
学
習
の
拠
点
と
し
て

学
社
融
合
の
観
点
か
ら
、
地
域
に
根
ざ
し

た
特
色
あ
る
学
校
園
づ
く
り
が
課
題
に
な

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
多
様
な
学
習
機
会
の

提
供
を
こ
こ
ろ
が
け
、
社
会
教
育
施
設
の

活
性
化
や
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
　
　
　
　

－社会教育の新たな展開を目指して－
　近年直面している高齢化問題、国際化問題、情報化問題、少子化問題
等の課題に関する学習への関心が高まっており、社会教育としては新た
な展開をしなければならない時期を迎えています。
◆高齢化社会への対応
　急速に進展する高齢化に対応し、活力ある豊かな高齢化社会への円滑
な移行を図るためには、高齢者の学習機会の整備と社会参加の促進がま
すます重要です。社会教育では、社会参加活動の促進や学習プログラム
の充実を図ります。
◆家庭教育への支援
　家庭教育は、基本的な生活習慣や自立心など「生きる力」の基礎的な
資質や能力を育くむ場であり、全ての教育の出発点です。社会教育では、家
庭教育に関するさまざまな学習機会の提供や相談体制の充実に努めます。
◆国際化への対応
　近年の国際化の時代にあって、世界各国と共生しつつ、各国の人々と
物質的にも精神的にも豊かな生活を分かち合うために、プログラム開発
と国際化への事業の展開を図ります。
◆情報化への対応
　21世紀を迎え、光ファイバーや通信衛星などを利用した情報通信基盤
の整備は急速に進んでいます。そのような中、市民対象のＩＴ講習を実
施し、情報化に対応するシステムづくりに努めます。
◆平成14年度からの学校週５日制導入への対応
　学校週５日制の導入に際しては、社会教育の果たす役割は大きなもの
があります。子どもの生活の場である地域社会、家庭、学校それぞれが
役割を明確にし、相互連携を図り、新たなプログラム開発を進めます。

読書に熱中する子どもたち

芦屋警察署　４月３日に新庁舎落成式
　４月３日、芦屋警察署新庁舎(公光町6 - 7 ) の落成式が行われまし
た。昭和初期のモダニズムを伝える旧玄関部分を保存し、バリアフ
リー化・防災機能を整備。既に３月26日から業務を開始しています。

　地域での緑化を進めるために「緑化委員」を下記のかたにお
願いしました。花や緑でわからないことがありましたらお近く
の緑化委員にご相談ください。(敬称略)

　
平
成
十
二
年
度
芦
屋
市
芸
術
文
化
活
動

顕
彰
を
三
月
二
十
八
日
に
行
い
ま
し
た
。

芸
術
・
文
化
の
分
野
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
か
た
・
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

《
個
人
》

◆
岩
園
幼
稚
園
・
年
少
　
村
岸
愛
美
さ
ん

　｢

未
来
の
夢｣

コ
ン
テ
ス
ト
　
大
賞

　
前
助
役
収
賄
容
疑
事
件
を
教
訓
に
、
契

約
業
務
の
公
正
お
よ
び
透
明
性
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
検
査
に
つ
い
て
適
正
な

検
査
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
に
契
約
検

査
課
を
新
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
総
合
計

画
の
推
進
お
よ
び
財
政
再
建
の
た
め
の
体

制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
情
報

化
に
対
応
す
る
組
織
の
構
築
な
ど
、
よ
り

効
率
的
な
事
務
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め

の
組
織
と
し
ま
し
た
。 組

織
改
正
、
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た

問い合わせ　国際文化課　138-2008

平成12年度

「芸術文化活動顕彰」
を行いました

◆
潮
見
中
学
校
一
年
　
高
橋
あ
す
か
さ
ん

　
第
七
十
三
回
兵
庫
県
小
・
中
・
高
校
絵

　
画
展
　
学
年
優
秀
作
品
賞

◆
清
風
高
校
三
年
　
後
藤
栄
晴
さ
ん

　
歌
会
始
の
儀
　
入
選

《
団
体
》

◆
潮
見
中
学
校
　
吹
奏
楽
部

　
第
二
十
八
回
兵
庫
県
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ

　
ス
テ
ィ
バ
ル
　
優
秀
賞

◆
県
立
芦
屋
南
高
等
学
校
　
邦
楽
部

　
第
二
十
四
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

　
祭(

日
本
音
楽
部
門)

　
文
化
庁
長
官
賞

　
さ
ら
に
、
よ
り
一
層
行
政
改
革
を
進
め

る
観
点
か
ら
、
民
間
活
力
の
導
入
や
事
業

し
ん
ち
ょ
く

の
進
捗
に
応
じ
た
組
織
の
合
理
化
を
行

い
、
部
長
級
十
二
人
、
次
長
級
二
十
人
、

課
長
級
三
十
一
人
を
含
む
二
百
六
十
四
人

の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
部
長
級
以
上
の
異
動
は
次
の
と
お
り
で

す
。(

　)

内
は
旧
。

◇
技
監(

兵
庫
県
阪
神
南
県
民
局
企
画
管
理

　
部
参
事)

笹
倉
雅
人

水道部からのお知らせ

花と緑の相談
お近くの緑化委員へ

問い合わせ　都市整備公社みどりの課　138-2103

　「広報あしや」臨時号(３月15日発行)で
お知らせしましたとおり、本年４月１日
の使用分から水道料金が変わりました。
平均の改定率は23.59％となっています。
　標準家庭(メーター口径20mmで月25k
使用の場合)では20.85％、金額にして月567
円の改定となります。

問い合わせ

水道使用申込み・中止、水道料金

　　営業課料金係　　138-2082

使用水量

　　営業課計量担当　138-2081

水道工事等

　　工務課給水係　　138-2083

水道の故障・修理

　　工務課維持係　　138-2083

料金改定について

　　総務課　　　　　138-2080

◇
建
設
部
長(

建
設
部
参
事)

鷲
尾
健

◇
建
設
部
参
事(

建
設
部
次
長)

河
本
憲
作

◇
芦
屋
病
院
長(

芦
屋
病
院
副
病
院
長)

　
姫
野
誠
一

◇
芦
屋
病
院
副
病
院
長(

芦
屋
病
院
診
療
局

　
長)

金
山
良
男

◇
芦
屋
病
院
診
療
局
長(

芦
屋
病
院
診
療
局

　
外
科
部
長)

小
川
法
次

◇
芦
屋
病
院
診
療
局
次
長(

芦
屋
病
院
診
療

　
局
臨
床
検
査
科
部
長)

園
田
隆

◇
芦
屋
病
院
診
療
局
内
科
部
長(

芦
屋
病
院

　
診
療
局
内
科
主
任
医
長)

桐
山
和
雄

◇
芦
屋
病
院
事
務
局
長(

教
育
委
員
会
管
理

　
部
長)

木
戸
正
行

◇
市
議
会
事
務
局
長(

水
道
部
次
長)

　
内
山
忠
一

◇
教
育
委
員
会
管
理
部
長(

保
健
福
祉
部
次

　
長)

佐
藤
稔

◇
学
校
教
育
部
長(

山
手
小
学
校
長)

　
竹
本
隆
彦

【
退
職
】

　
青
木
昭(

建
設
部
長)

　
阪
本
登(

建
設
部
参
事)

　
佐
谷
稔(

芦
屋
病
院
長)

　
岩
尾
憲
人(

芦
屋
病
院
副
病
院
長)

　
堀
口
良
平(

芦
屋
病
院
事
務
局
長)

　
楠
本
俊
昭(

市
議
会
事
務
局
長)

問
い
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わ
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事
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２
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９

４
月
１
日
付

◇市民代表　　　(　)内は電話番号
　精道校区　　　稲見　寿郎(32-8562) ・ 太田　由美(32-5278)　
　宮川校区　　　前田　晴美(31-3957) ・ 守屋　玲子(34-2545)
　打出浜校区　　河野　朱實(34-1670) ・ 石野　猛　(22-8582)
　山手校区　　　酒井　保　(32-3230) ・ 鎌田千恵子(38-0706)
　岩園校区　　　木村　和子(22-0827) ・ 椛島　功全(32-0590)
　朝日ヶ丘校区　高松　礼子(32-5405) ・ 荒木田鶴子(22-8523)
　潮見校区　　　竹内　恵子(22-7758) ・ 久保田豊子(32-7388)
　浜風校区　　　林　　睦子(31-8980) ・ 池内　淳　(32-3521)

◇緑化推進協力店

　岩園町　　　　　　イカリスーパー花店 132-7001
　東山町　　　　　　アシヤ果樹園 132-4363
　東芦屋町　　　　　(有)サロンドブーケ芦屋 131-1357
　船戸町　　　　　　パフィオ DE ニラク 132-0284
　公光町　　　　　　花広 122-5480
　茶屋之町　　　　　ヨネダ園芸 132-2273
　大東町　　　　　　フラワーショップ花輝 131-1680
　西蔵町　　　　　　サンフラワー 131-8093
　清水町　　　　　　川口屋園芸 122-4092
　公光町　　　　　　Green＆Flower葵 138-2333
　西山町　　　　　　(株)今里天晴園 122-1696
　津知町　　　　　　植吉 122-5844
　呉川町　　　　　　(株)小南 131-6694
　岩園町　　　　　　(株)松浦造園土木 131-6794
　春日町　　　　　　(有)阪上撰樹園 122-0434

こ�の�ペ�ー�ジ�の�問い�合わせは���
学校教育課�（�138-2087）�へ�

教育�の�
ペー�ジ�
E D U C A T I O N

乍
レ
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二
書
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　(

小
阪
家
文
書)
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私
は
、
市
内
に
共
有
名
義
（
私
が
二
分
の

一
、
弟
が
二
分
の
一
）
で
不
動
産
を
所
有
し
て

い
ま
す
が
、
毎
年
、
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知

書
は
、
私
を
代
表
者
に
「
〇
〇
〇
外
一
名
様
」

と
し
て
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
納
税
通
知
書
を
持

分
で
分
け
て
送
っ
て
い
た
だ
け
な
い
の
で
し
ょ

う
か
？

　
　
共
有
物
に
対
す
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

は
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
共
有
者

全
員
に
連
帯
納
税
義
務
が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

連
帯
納
税
義
務
と
は
、
共
有
者
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
固

定
資
産
税
全
額
を
納
付
す
る
義
務
を
負
い
、
ま
た
、
共
有

者
の
ひ
と
り
が
全
額
を
納
付
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
共
有
者

の
納
税
義
務
が
消
滅
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
あ
な
た
の

固
定
資
産
税
に
つ
き
ま
し
て
も
、
共
有
者
全
員
が
一
納
税

義
務
者
と
し
て
連
帯
し
て
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
代
表
者
の
変
更
や
送
付
先
の
変
更
に
つ

き
ま
し
て
は
、
左
記
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

毎月20日は�

電車バスなどを利用しましょう�

「阪神地域ノーマイカーデー」�

9ch
広�
報�

番�
組�
ガ�
イ�
ド�

レ�
ビ�
テ�

(52)市民の声をより一層市政に反映させるため、中断している地
　　区懇談会の再開を検討します。
(53)重要な政策立案の際には、その趣旨や原案等について広く市
　　民から意見を求める「パブリックコメント制度」について研
　　究します。
(54)審議会等付属機関委員の選任方法を見直し、一般市民からの
　　公募の実施をより一層推進し、また、女性登用を促進するた
　　め、その目標比率を芦屋市男女共同参画行動計画の中で検討
　　します。
(55)市民サービスの向上と処理の迅速化を一層推進するため、ワ
　　ン･ストップ･サービスの実施について検討します。

(56)民間活力の導入による駅前保育所の誘致について検討します。
(57)市内のボランティア団体等の活動を支援するとともに、各分
　　野において具体的な協働を推進します。
(58)事務事業の外部委託について経済性、効率性、適応性等を考
　　慮の上、適正な定員管理を図りながら、実施に向けて検討し
　　ます。
(59)就学前児童について総合的検討を加える中で、保育所の民営
　　化を検討します。
(60)民間の資金とノウハウを活用するため、PF Iの積極的導入を
　　検討します。

(61)職員の能力向上を図るための「芦屋市人材育成基本方針」を
　　平成14年度に策定します。
(62)迅速な組織運営ならびに事務事業の効率化を図るため、職務
　　権限の委譲範囲の拡大を検討します。
(63)人材育成のための職場研修や政策形成能力向上のための政策
　　法務研修などを充実します。
(64)行政能力向上のため、派遣研修の充実を図るとともに、先進
　　都市への視察研修も推進します。

(65)庁議・管理会議のあり方を再検討するとともに活性化を図ります。
(66)総務課機能を充実し、全庁的な調整機能の役割を明確化します。
(67)政策課題の把握や調査研究に対する評価を積極的に行い、市
　　政経営戦略を構築するため企画調整会議を設置します。
(68)簡素で効率的な行政運営を基本目標に事務事業評価システム
　　を導入します。

話番号を記入の上、5月7日(月)までに公民
館へ　�公民館(135-0700 〒659-0068　業
平町8-24)

┃スポーツ振興課からのお知らせ
�①さわやか健康教室第１期(健康維持・
増進、体力づくり全般)②健康いす体操第
１期(脚に不安があるかたも座って楽しく
できます)�久木田範行氏　�５月1 0日
～８月９日の毎週木曜日(全14回)①13時
15分～14時15分②14時30分～15時30分　
�体育館･青少年センター多目的室　�16
歳以上の男女20人(先着順)　�連続受講
7,000円、１回券600円　�４月17日(火)
11時～体育館窓口、電話にて受け付け　
�文化振興財団スポーツ振興課(131-8228)

　阪神間都市計画事業芦屋西部第一地区
　震災復興土地区画整理事業の事業計画
　変更案の縦覧
�４月17日～30日(土、日、振替休日も実
施します)９時30分～17時30分　�都市基
盤整備公団芦屋土地区画整理事務所 (松ノ
内町1-10ラリーブ２階)　�この変更案に
意見のある利害関係者は、４月17日～５
月14日までに兵庫県知事に意見書を提出
することができます　�都市基盤整備公
団芦屋土地区画整理事務所区画整理第二
課(138-4754)

┃既存宅地確認制度の廃止について
　都市計画法が改正され、その施行日(平
成13年５月18日の予定)をもって、既存宅
地確認制度が廃止されます。市街化調整
区域(奥池町・奥池南町・奥山の全部と三
条町・山芦屋町の一部)で既存宅地の確認
を受けようとするかたは、速やかに申請
手続きを行ってください。詳しくは、阪
神南県民局の建築課へ。
	�阪神南県民局建築課(106-4869-6110)

┃平成13年度中小企業融資制度説明会
�４月18日(水)14時～　�西宮商工会議
所(西宮市櫨塚町2-20)　�阪神南県民局
商工課(106-4869-6025)

┃法定労働時間の変更
　特例措置対象事業場(商業、映画・演劇
業、保健衛生業、接客娯楽業の業種に該
当し常時10人未満の労働者を使用する事
業場)の法定労働時間は、４月１日より１
週46時間から44時間になりました。
　�兵庫労働局労働基準部監督課(1078-
332-7001)

４月27日(金)まで
国民年金(前納分・４月分保険料)
　　　／保険年金課年金係　138-2036
５月１日(火)まで
固定資産税・都市計画税(第１期分)
　　／課税課固定資産税係　138-2017
法人市民税・事業所税(2月28日決算の法人等)
　　　　　／課税課管理係　138-2015

┃保険年金課＜臨時号＞発行のお知らせ
　保険年金課から「広報あしや臨時号」
を３月30日に新聞折り込みで発行しまし
た。ラポルテ市民サービスコーナー、集会
所等に置いてあります。ご利用ください。
　�保険年金課保険係(138-2035)

┃インド西部大地震の義援金募集の終了
　県と本市を含む阪神・淡路大地震の被
災地10市10町、議会などはインド西部大
地震の被災者支援の義援金募集を、３月
31日まで行いました。
　義援金は、620,407円となりました。皆
様の温かいご支援に感謝します。
　�保健福祉部総務課(138-2040)

┃緑の募金にご協力を
　昨年、本市では市民の皆さんの温かい
ご支援のもと、「緑の募金」に90万2,782円の
募金がありました。募金は、(社)兵庫県
緑化推進協会において森とみどりづくり
のために活用されます。一連の事業とし
て市にも還元され、学校園の緑化活動や
山手緑地の緑化にも役立てられました。
　今年もみどりの日(４月29日)の街頭募
金をはじめ、地域・職場・学校募金にも
ご協力をお願いします。
　�公園緑地課(138-2065)

┃就学奨励費の申請
�市立の小・中学校に就学している児童
・生徒の保護者で、経済的な理由により
就学させることが困難な人に対して、学
用品・通学用品費、校外活動費などの援
助　�①生活保護を受けている人②児童
扶養手当を受けている人③世帯の年間所
得額が基準額以下の人　�各学校へ申請
　�教育委員会総務課(138-2085)

＜予防係からのお知らせ＞
　�消防本部予防課予防係(138-2098)
┃平成13年度第１回危険物取扱者試験
�６月24日(日)10時～　�神戸市ほか　
�乙種全類および丙種　�５月７日～10
日の９時～15時に予防係へ
┃芦屋市少年消防クラブ員募集
�市内在住の小学２年生～５年生、15人
(先着順)、男女不問　�５月７日～18日
に予防係へ

　ＴＡＴＡＭＩサロン　学生による
　フレッシュ・コンサート
�５月26日(土)13時30分～15時　�市民セ
ンター・音楽室　
大久保泰子(ソプラノ)、
西村尚美(バイオリン)、佐々木裕美(ピア
ノ)ほか　�この道／からたちの花／野ば
ら／帰れソレントへ／別れの曲ほか　�
往復はがきに参加者全員の氏名・住所・電

海浜公園プールからのお知らせ第23回芦屋サマーカーニバルプレイベント

市民チャリティーゴルフ大会

　
問
い
合
わ
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税
課
固
定
資
産
税
係
　
1
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２
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１
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■放送時間　午前６：00～午後11：30　(上記の順に午前６時から２時間30分サイクルで７回繰り
　返し放送します)　　　　　　　　　　　　　　■（＊）印の番組はビデオの貸出可
■広報チャンネルに関する問い合わせ　広報課　138-2006
■ＣＡＴＶ加入に関する問い合わせ　㈱ケーブルネット神戸芦屋（Ｊ－ＣＯＭ神戸・芦屋）　70120-13-8160

４／15（６:00～）～４／30（～23:30）
00　　みてみて９(番組ガイド)
05　　あしやＮＯＷ(＊)　フォーカス芦屋「ご存知ですか？狂犬病予防法」
　　　　　　　　　　　　暮らしの情報「歯のはなし②～歯並び」
35　　とびだせスタジオ　あしやリポート(＊)
　　　　　　　　　　　　「芦屋の骨董屋さん探訪記」
50　　情報カフェ　　　　「食パン情報」「サークル活動紹介」「街角の不思議」
55　　文字放送　　　　　「救急当番医」「芦屋市の相談窓口」
00　　芦屋市民企画番組(＊)「パソコンいろは塾～文字入力は基礎体力」
20　　芦屋の人(＊)　　　　「紺谷文子さん(国際交流ボランティア)」
30　　撮りっきり芦屋(＊)　「吹奏楽連盟定期演奏会」「にんぎょうげき」
50　　西宮ライブラリー　　  町名の由来「神呪・門戸・岡田山」
00　　ニッポンみたまま(30分番組)「幼い命を守るため…児童虐待防止」

１
時
間
目

２
時
間
目

①６:00

②８:30

③11:00

④13:30

⑤16:00

⑥18:30

⑦21:00

開始時刻

問い合わせ　海浜公園プール　122-8861

日　　時　５月29日(火)午前８時30分～(荒天中止)
会　　場　芦屋カンツリー倶楽部　
定　　員　100人
費　　用　22,000円(パーティ費用、賞品代含む)
申し込み　５月10日(木)＜消印有効＞までに、往復は
がきに住所・氏名・性別・電話番号・生年月日を記入
の上、芦屋市民まつり協議会(〒659-0067 茶屋之町1-1
ブラウンビル２階Ｇ号(社)芦屋青年会議所事務局内)ま
で。(２人、４人組での申し込みも可能)

●凡例…�日時(日程)、�会場・場所、�内容、�対象・定員、�講師、
出演、
　　　　�費用(記載の無い催しは無料)、�持ち物、�申し込み、�問い合わせ

　平成1 3年度から平成1 5年度の３年間に下記の6 8件の「実施計
画」を立て行政改革に取り組みます。「柔軟でスリムな行政シス
テム」「市民との協力による行政システム」「主体性を発揮でき

問い合わせ　芦屋市民まつり協議会　
132-0522（月・水・金、午前10時～午後４時）

既存の事務事業を整理統合し、新たな行政需要に対応するた
めの力に振り向けます。

市の歳入確保に向けて、努力します。
また、使用料、手数料等の見直しを行います。

市の組織機構の簡素合理化を進め、職員数を削減し、人件費
削減に努めます。

職員の能力と実績を反映させた給与制度の検討を進めるとと
もに、給与水準を抑制します。

芦屋市の公営企業である水道事業と病院事業の経営健全化を
目指します。

市政情報の提供あるいは市民の皆様の間での情報交換や、市
民の皆様の声をより市政に反映していただく施策の充実に努
めます。

直接行政が行うべき事業かどうかの再点検や、民間と市が協
働して進められる仕組みづくりを行うなど、民間活力を市政
に生かせるよう努めます。

事業執行型から政策推進型の体制に向けてシステムの転換を
図ります。

職員の資質、能力の向上を図るなど、人材育成に努めます。

　海浜公園プールでは、子どもから大人まで幅広く水泳・
水中運動の楽しさを体験していただけるように、さまざま

消
費
者
契
約
法
の
目
的
は
？

　
消
費
者
と
事
業
者
の
間
の
知
識
・
情
報

や
交
渉
力
の
格
差
を
縮
め
、
で
き
る
だ
け

対
等
な
立
場
で
契
約
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
消
費
者
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
減

少
と
、今
ま
で
の
法
律
で
対
応
で
き
な
か
っ

た
被
害
の
救
済
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
契
約
は

　
消
費
者
と
事
業
者
の
間
の
契
約
で
あ
れ

ば
契
約
の
種
類
や
形
態
を
問
わ
ず
、
す
べ

て
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
商
品
の

購
入
、
英
会
話
学
校
、
エ
ス
テ
、
学
習
塾

の
入
会
、
生
命
保
険
、
金
融
商
品
、
住
宅

の
契
約
な
ど
（
労
働
契
約
は
除
く
）
で
す
。

消
費
者
契
約
法
の
ポ
イ
ン
ト

・
不
本
意
な
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る

・
不
当
な
契
約
条
項
は
無
効
と
な
る

(１)山手幹線/川西線街路事業費を見直し、稲荷山線/松浜線整備
　　事業の着手を延期します。

きょうあい

(２)狭隘道路整備事業の事業費を見直します。
(３)道路修景整備事業の事業費を見直します。
(４)JR芦屋駅南地区市街地再開発事業の事業費を見直します。
(５)美術博物館の美術品購入について、当分の間凍結します。
(６)消防ポンプ自動車等の更新周期を延長します。
(７)精道小学校の整備事業を延期し、平成15年度事業開始とします。
(８)市民センター改修整備事業を延期します。
(９)消防庁舎建設事業を延期します。
(10)地区集会所建て替え事業を延期します。

(11)公社、財団等に対する補助金について10％の削減をします。
(12)公社、財団等に対する委託料について20％の削減をします。
(13)工事の計画・設計等の見直し、工事発注の効率化等、公共工
　　事コスト縮減に努めます。
(14)市営住宅の整理統合を推進し、跡地の有効活用を図ります。
(15)交通災害共済制度を廃止します。(平成12年度末で廃止)
(16)現在２つある図書館分室を大原分室に統合することを検討します。
(17)自動車文庫の存廃を検討します。
(18)美術博物館等で行う特別展の回数を縮減します。
(19)社会教育施設での受付等の業務再委託を検討します。
(20)学校給食会の事務を学校教育課に移管します。
(21)市役所庁舎清掃の頻度を見直し、年間契約額を低減します。
(22)企業会計への一般会計からの基準外繰出しを原則的に廃止します。
(23)老人医療費公費負担助成を、県の所得基準の見直しに伴い、
　　市の基準も見直します。
(24)市主催のイベント等は当分の間原則廃止し、継続する場合で
　　も極力経費節減に努めます。
(25)市内バス停のごみ収集を、平成14年度から廃止の方向で検討
　　します。
(26)市の公用車全体の調整を図り縮減します。
(27)市税の前納報奨金制度を廃止します。
(28)公社、財団等の簡素合理化を推進し、廃止・統合についても
　　検討します。
(29)就学前児童について総合的検討を加える中で、市立幼稚園の
　　統廃合を検討します。
(30)就学前児童について総合的検討を加える中で、幼保一元化を
　　検討します。
(31)市立芦屋高校の存続・廃止について、総合的見地から平成15
　　年度を目途に検討します。
(32)市の文書管理のあり方の検討と電子化等を推進し、紙の使用
　　量を削減するとともに、今後の情報公開に対応します。

(33)公有財産の有効活用を推進するとともに、処分可能な物件に
　　ついては売却します。
(34)「広報あしや」に企業広告を掲載することを検討します。
(35)市税等の滞納金の情報を一元管理し、徴収効率を向上する組
　　織づくりを検討します。
(36)使用料、手数料について、他市の状況、社会経済情勢、受益
　　者負担等の観点から適宜見直しを行います。
(37)粗大ごみ収集を随時の申し込み制とし、有料化します。(平成
　　13年度実施予定)
(38)留守家庭児童会について有料化を検討します。

(39)参事、主幹制度を見直し、組織規模の適正化を図ります。
(40)次長、課長補佐制度を見直し、組織規模の適正化を図ります。
(41)平成15年度までに普通会計ベースで職員50人を削減します。
(42)公社、財団等への派遣職員の見直しを検討します。

(43)人事評価システムを導入し、昇任、昇格、降格、昇給、延伸、
　　人事異動、研修等に利用します。
(44)人事評価システムの導入等により勤勉手当等の見直しを行います。
(45)給与水準の抑制について、国の給与体系等を参考にして検討
　　します。

(46)水道事業の経営健全化
　①財政計画を策定し、これに基づいて料金改定の実施を検討します。
　②時間外勤務手当の縮減を行います。
(47)病院事業の経営健全化
　①医薬分業の実施を検討します。
　②給食業務の民間委託を進めます。

(48)市民の求める市政情報を的確に把握し、読む側の視点に立っ
　　たわかりやすい表現に努めます。
(49)市民と行政あるいは市民間で情報交換ができる地域情報のあ
　　り方を研究し、それらの基幹となる情報統括センターの設置
　　を検討します。
(50)社会経済情勢の変化に呼応した情報公開条例を策定すべく、
　　現在の公文書公開条例の点検を行います。
(51)図書館において祝日を開館日とし、開館時間の見直しを行います。

柔軟でスリムな行政システム(43億5,800万円)

市民との協力による行政システム(△1,200万円)

主体性を発揮できる行政システム(△2,600万円)

④
訪
問
販
売
で
、
断
っ
て
も
居
座
り
帰
ら

　
な
か
っ
た
り
営
業
所
か
ら
帰
ら
せ
な
か

　
っ
た
り
し
て
強
引
に
契
約
さ
せ
た
場
合

契
約
の
取
り
消
し
が
で
き
る
期
間
に
注
意
！

だ
ま

　
①
②
③
の
よ
う
に
騙
さ
れ
て
契
約
し
た

こ
と
に
消
費
者
が
気
付
い
た
と
き
か
ら
、

④
の
よ
う
な
場
合
に
よ
う
や
く
解
放
さ
れ

た
と
き
か
ら
、
六
カ
月
間
ま
た
は
契
約
締

結
か
ら
五
年
間
の
い
ず
れ
か
早
い
時
期
ま

で
で
、こ
れ
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
な
り
、

取
り
消
し
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

契
約
条
項
が
無
効
と
な
る
場
合

①
「
い
か
な
る
場
合
で
も
一
切
責
任
は
負

　
い
ま
せ
ん
。
」
な
ど
と
事
業
者
の
賠
償

　
責
任
を
一
方
的
に
免
除
す
る
条
項

②
不
当
に
高
い
キ
ャ
ン
セ
ル
料
や
、
不
当

　
に
高
率
な
遅
延
利
息
（
年
一
四
・
六
％

　
を
超
え
る
よ
う
な
）
を
請
求
す
る
条
項

契約トラブルから消費者を守る

消費者契約法ができました

〇開館時間　火～土曜日　　午前10時～午後９時　
　　　　　　日曜日・祝日　午前９時～午後６時
○利用料金　

公共工事などにかかる事業費を見直し、一部工事の着手を延期
し、再建期間中への集中を緩和するなどの工夫を行います。
大型備品に関しても同様に購入時期の調整を行います。

平成13年４月１日施行

芦屋市の行政改革努力
「実施計画」各項目の具体的内容

　これまで２月26日発行の臨時号から、３回にわたり芦屋市の財
政状況と行政改革についてお知らせしてまいりました。今回は、
その新しく策定した行政改革で、「実際どのようなことをするの
か」について68件すべてをお伝えします。

　以上68件の行政改革「実施計画」の項目をご紹介しました。
　今後数年間の苦しい時期、市民の皆様と私たち行政に携わるも
のが、いかに理解し合い、協力を互いに求めていくかによって、
数々の問題の解決への道筋が変わってきます。
　第３次芦屋市総合計画が、平成13年度からスタートします。こ
れからの10年間は、「知性と気品に輝く活力ある国際文化住宅都市」
を芦屋市の将来像としてまちづくりに取り組んでまいります。こ
の将来像の実現のためには、まさに直面する重要課題として、こ
れまで説明してきた行政改革を抜きに語ることはできません。
　未来に希望を持ち、芦屋市をより輝かしく、誇れるまちとする
ためにも、市民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
（なお、芦屋市の行政改革に関する情報は市のホームページでも
公開しています）

A Ｑ

問い合わせ　消費生活センター　138-2034

問い合わせ　企画課　138-2005

契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
場
合

①
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
そ
の
内

　
容
や
取
引
条
件
な
ど
、
契
約
時
に
重
要

　
な
部
分
で
事
実
と
違
う
説
明
を
受
け
た

　
場
合

[

例]

中
古
車
の
走
行
距
離
計
を
ま
き
戻
し

　
て
お
い
て
、
『
新
車
同
様
』
と
説
明
し

　
て
販
売

②
契
約
に
つ
い
て
、
消
費
者
に
不
利
益
な

　
情
報
を
わ
ざ
と
伝
え
ず
、
利
点
ば
か
り

　
を
強
調
し
た
よ
う
な
場
合

[

例]

南
隣
に
高
層
ビ
ル
の
建
築
計
画
が
あ

　
る
の
を
知
り
な
が
ら
、
「
日
当
た
り
・

　
眺
望
は
抜
群
」
と
説
明
し
て
マ
ン
シ
ョ

　
ン
を
販
売

③
「
絶
対
価
格
が
上
が
る
」
「
確
実
に
儲

　
か
る
」
な
ど
と
、
不
確
実
な
こ
と
を
、

　
断
定
的
に
告
げ
た
場
合

③
「
い
か
な
る
場
合
で
も
、
交
換
・
返
金

　
に
は
応
じ
ま
せ
ん
。」
な
ど
消
費
者
に

　
一
方
的
に
不
利
な
条
項

　
消
費
者
契
約
法
が
施
行
さ
れ
て
も
、
事

業
者
は
そ
の
隙
間
を
つ
い
て
、
い
ろ
ん
な

手
口
で
契
約
を
迫
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
結

果
、
新
た
な
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
も
予
想
さ

れ
ま
す
。
消
費
者
自
身
が
十
分
に
消
費
者

契
約
法
を
理
解
し
、
知
識
を
深
め
、
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
訪
問
販
売
法
が
改
正
さ
れ
、
六
月
か
ら

「
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
」
と
し
て

施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
法
律
や
従
来

の
法
律
と
も
合
わ
せ
、
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
有
利
な
方
法
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
と
き
は
で
き
る
だ

け
早
く
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

消費者と事業者との間で結ぶ
すべての契約を対象とした新しいルールです

(社)芦屋カンツリー倶楽部の協力により開催します。

る行政システム」の３本柱を軸に43億2,000万円の節減を図ります。
（資金を投入して充実する項目については、節減効果の表示とし
ては△のマイナス表示となります）

　　　　　　　　　　　　１回券　　 回数券　  １カ月券
有効期限　　　　　　　  当日限り　  ３カ月　　  １カ月
大　人(中学生以上)　　　800円　　   8,000円　　6,400円
子ども(４歳～小学生)　　400円　　   4,000円　　3,200円

なレッスンを実施しています。

※市内在住の高齢者(65歳以上)・障害者のかたは、利用料金
　が半額。(必ず証明になるものを提示してください)
※１カ月券は本人のみ有効
※小学３年生以下の入場には水着を着た保護者が同伴のこと

〇ショートレッスン　
プール利用者は無料で参加していただけます。(対象：大人)
ウォーキングやアクアビクスなどの水中運動、初心者対象の
水泳、４泳法のレッスンなどを実施しています。
○多目的室　
エルゴメーター(自転車)やステップマシーン、チューブやダ
ンベルで簡単なトレーニングもしていただけます。また、ス
トレッチ体操やエアロビクスなどのレッスンもプール利用者
なら無料で受講できます。
※７月、８月は利用方法が変わります。

固定資産税 Q ＆ A

　

納 期

お　し　ら　せ


